
　※令和６年２月末世帯数６９３世帯で算出

　※令和７年２月末世帯数６７７世帯で算出

貸借対照表（バランスシート）

純資産変動計算書

行政コスト計算書

資金収支計算書

令和５年度 幌加内町普通会計財務書類４表
地方公会計改革として、従来の現金主義・単式簿記に、発生主義の活用及び複式簿記の考え方を取り入れた新たな公会計

制度に基づく財務書類４表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書）を作成しました。

町が保有している資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で形成してきたかを表したものです。

資産：192.2億円

（これまで積上げてきた資産）

（内訳）

●土地・建物・道路など

173.5億円

●現金など

18.7億円

負債：54.9億円

（将来世代が負担する金額）

（内訳）

●地方債など 54.4億円

●その他 0.5億円

純資産：137.3億円

（これまでの世代が負担した金額）

●純資産＝資産－負債

※これまでの世代が既に負担した資産の割合（純資産比

率）は７１．４％で、この割合が高いほど将来世代への負

担の先送りが少ないことになります。

住民一世帯当たりの貸借対照表

資産

2,839万円

負債 811万円

純資産 2,028万円

行政サービスを提供するために、「人」や

「物」などに費やした金額と、対価として得た

使用料、手数料などを表したものです。

経常費用：46.4億円

（内訳）

●人にかかるコスト 7.2億円

●物にかかるコスト 26.2億円

●その他のコスト

・補助金等 12.8億円

・その他（地方債の利子など） 0.2億円

経常収益：3.2億円

（地方交付税や町税などで賄うコスト）

住民一世帯当たりの行政コスト計算書

経常費用

685万円

経常収益 47万円

純経常費用 638万円

純経常費用：43.2億円

（使用料や手数料などの収入）

純資産が1年間にどのように増減したかを表した

ものです。純資産の増加は、現世代の負担により

将来世代の負担が軽減されたことになります。

期首純資産残高：144.2億円

当期変動高：▲6.9億円

（内訳）

●純行政費用 ▲43.2億円

●財源の調達 36.1億円

（地方交付税、町税収入など）

●その他 0.2億円

期末純資産残高：137.3億円

1年間の資金の流れを表したものです。区分表示する

ことで、どのような活動に資金が使われたかを示します。

期首資金残高：0.9億円

当期収支：▲0.3億円
（内訳）

●業務活動収支 ▲0.1億円

（人件費・補助支出、国道支出金・交付税など）

●投資・財務活動収支等 ▲0.2億円

（公共施設整備、基金積立・取崩、など）

期末資金残高：0.6億円


